
 

 

 

複雑な笑顔 

 私立推薦入試の合格発表がはじまり、進路先が決定した人がと出てきま

した。さらに、明日からは都立高校の推薦入試があり、来月にはその発表、

また、都内私立高校の一般入試も始まり、それに伴う合格発表も加わりま

すから、今後ますます進路が決定する人が増えていくことになります。そ

の私立推薦入試発表で見られた「笑顔」には複雑なものがありました。合

格した人は、もちろん嬉しいのですが、不合格だった人のことや受験をこ

れから控えている人のことを考えるとみんなの前では、あからさまに喜びを表現することが、はばか

られます。 

結果の報告をして、自分の教室に戻ると、友だちの心配そうな顔が迎えます。喜びを伝え安心して

もらいたい反面、合格できなかった人や、まだ進路が決定していない人のことを考えると手放しで喜

ぶわけにもいかず、少し遠慮がちな笑みを浮かべている人もいました。 

  一方、入試で合格できなかった場合は、「人気があって、なかなか厳しいところだから・・・」と

担任の先生に面談等で言われ、本人は「ダメでもともと」というぐらいの気持ちで受験しても、やは

り、ショックがあります。毎年、結果の報告に来る顔には、ショックが顔にあらわれないように、張

りついたような微笑みが見られ、その微笑みは、自分自身ばかりでなく、合格した人に対する気づか

いや心配している友だちへの気づかいにも感じられることもあります。 

 これは、お互いが相手のことを考えているからこそ生まれた「複雑な笑顔」だったと思います。あ

と１ヶ月と少しで、みんなの進路がほぼ決まりお互いが心の底から喜び、祝福しあえる時が来るはず

です。それは、みんなが第一志望に合格するという意味ではなく、それぞれが、一生懸命頑張ったこ

とで、それぞれが納得できる進路を見出せたことによって得られるものです。 

 これから、出願や発表があったために授業の途中で教室に入ってくる生徒がいます。そんなとき、

「おかえり」という声がかかります。みんなが温かく迎えているクラスがあります。大昔、やってい

たうがい薬のＣＭじゃありませんが、「ただいま」をいう相手もいない寂しさ・・・。  

「自分だけが決まればそれでいい」という寂しい喜びではなく、最後までみんなで喜びが共有できる、

そんな３年生、”赤学年”であってほしいと思います。 

そして、合格し、進路決定した人は、ぜひ、 

        

 

 さて、上で紹介したのは、ある高校の合格者宛に出された文章の一節です。下線部はこちらで付け

ましたが、都立を第一志望とする人を中心に、まだこれから正念場があり、当日のテストで１点でも

多く得点できるように全力を尽くしている真っ最中であるため、残り少ない中学校生活の実感がもて

ないかもしれません。しかし、確実に中学校で生活する日が残り少なくなっています。もうすでに何

をするにも「中学校最後の～」といった冠がたくさん付いています。「有終の美を飾る」「立つ鳥跡

を濁さず」ということばがあるように、中学校生活の最後が大切です。「卒業式」も確実に近づいて

います。 

たった５分、されど５分・・・ 

８：１５に登校して２０分になったら教室で静かに「朝読書」を始めるというのは、この文京九中

全体で行われているものです。確かに本鈴遅刻は、８：２０となっていますが、この５分間は落ち着

いて学校生活を送る上で大切なものです。残念ながら、毎日のように予鈴遅刻（あるいは遅刻）をし

ている人がいます。朝、何かがあってたまに予鈴遅刻するのはわかります。また、この時期は塾が遅

くまであったり、夜中まで勉強して頑張っているのもわかります。そして、朝は寒いです。しかし、

だからといって会社に遅刻していく大人はいません。いつまでも「本鈴遅刻さえしなければいいじゃ

ん」という甘い考え方は捨てて、学年全体が８：１５には登校し、２０分には静粛に「朝読書」が始

まり、一日が始まるという余裕ある雰囲気づくりに協力していきましょう。 

今後の予定 

いよいよ明日から都立推薦です。練習の成果を発揮しましょう。 

自己 PRカードや作文・小論文などをしっかりと見直しておきましょう。 

２７日（土） 都立高校推薦に基づく選抜  

２９日（月） 全校朝会 ①都立推薦振り返り等 

３１日（水） 生徒委員会 都立高校インターネット出願〆切（都立推薦受検者は２日まで） 

１日（木） 埼玉県私立高校一般入試始 

２日（金） 都立推薦発表・手続き 都立推薦受検者のインターネット出願〆切 

拝 啓 

   寒さも一段と厳しくなってまいりましたが、いかがお過ごしでしょうか。 

 このたびは、入学試験に見事合格し、入学が内定されましたこと心よりお喜び申し上げます。 

   入学を前にして、当学園に関していろいろと知っておきたいことなどを考えながら、毎日を送

っておられることと思います。 

   しかし、今、大切にしていただきたいことは、残る中学校生活を立派に送ることであります。

そのことがよりよい学園生徒になれることと確信しております。残された中学校生活を有意義に、

そして、最後まで学業に精励されることをお願いいたします。 

                                                                    敬 具 
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